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　　　さらに督間学生を基準とした夜間学生の身体計測値の標準標点（夜間挙生の平均値と昼間学生
の平均値の差と昏間学生の標準偏差の比）を各群別に比較（図2）してみると，1群では，身長，
体重，胸囲，体脂肪含有率，体脂肪含有量，FFW，　FFW／身長の標準標点より，むしろ垂直跳，
背筋力，握力，上体反らしの方が大きくなっている．これに対し2群では，身長，体重，体脂肪
含有量，FFWの標準標点は，反復横跳，体前屈を除いて背筋力，踏み台昇降運動の程度とそれ
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ほど違いがなかった．3群では，身長，体重，胸囲，体脂肪含膚率，体脂肪含育量，FFW，　FFW
／身長に標準標点がいずれも大きく，4群では，体脂肪含有率，体脂肪含有最が著しく大きくなっ
ている．すなわち畳閤学生は夜間学生に比べて，1群では機能に，3群では体格，体組成に，4
群では体組成，とくに体脂肪含有率，体脂肪含有量に著しい差があり，2群では大差のないこと
が判る．
lv　考 察
　男子大学生の身体計測値を肥痩度別にみた主な違いをあげると，次のようである．
　1）体重，胸囲では4群が最も大きく，ついで3群，2群，1群の順で，体重の平均憾は，4
群73．1kgで1群56．7kgより16．4kg大きく，胸囲の平均値は4群92．2cmで1群82．9cmより9．3α勤大
きかった．
　2）体脂肪含有率，体脂肪含有澱およびFFWにおいても，4群が最も大きく，．3群，2群，
1群の順で，体脂肪含有蟻の平均値は，4群16．4kgでi群5．1kgより1L3kg大きく，これに爵し
FFWの平均値では，4群56．9kgで1群51．6kgより5．3kg大きくなっている．
　3）反復横跳，垂直跳，踏み台昇降運動は，1群が最もすぐれ，2群，3群，4群の瀬であっ
たが，背筋力，握力は4群が最もすぐれ，1群，2群，3群の順となっている．
　4＞昼間と夜闘学生の身体計測値は，昼間挙生は夜開学生に比べて，1群では身長が大きく，
垂直跳，背筋力，上体反らしにすぐれ，2群では反復横跳，3群では体重，胸囲，体脂肪含有量
が小さく，踏み台昇降運動に悪かったが，3群および4群では，体脂肪含窟率，体脂肪禽有璽が
夜問学生に大きく，とくに体組成の差が著しい点に注欝される．
　このように身体計測値は，各群間および昼問と夜間挙生の聞においてかなりの違いが認められ
たが，月巴痩度との関連に最も注欝される点は，体重，胸囲，反復横跳，垂直跳，背筋力，握力，
踏み台昇降運動といった体格および機能の変化があげられる．
　そこで，4群の体格および機能を基準とした標準標点をpa　3に示した．
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　各群閥の標準標点は，体重，胸囲，反復横跳，垂直跳，背筋力，握力，踏み台昇降運動に大き
く，とくに体格の標準標点は機能に比べて大きくなっている．すなわち体璽では，4群は1群に
比べて著しく大きく，その69％は体脂肪含有量で，生山ら｛IK2｝が指摘しているように，これがFFW
に対比して大きな負荷となり，反復機能，垂直跳，踏み台昇降運動にいずれも不利に働いている
ことは否定できない．
　一一方，運動選手は一般学生（非運動選手）に比べて皮下脂肪厚，体脂肪率は少なく，これに対
しFFW，　FFW／身長は大きいが，蝋聯鐙柔道の選手では皮下脂肪厚は～般学生に比べて多い反面，
機能は上翻っている｛3｝こと，あるいは長嶺ら｛鞠ま，FFW／身長は筋肉の発達度を比較する指標で
あると述べている．この点に関して4群のFFW，　FFW／身長は，1群，2群に比べて著しく大
きく（いずれも5％有意），これが背筋力，握力に反映したものと考えてよかろう．
　しかしこうした体組成の差異と機能の関係は，従来からの指摘と大体一致しているが，褒3の
ごとく1群の昼閥と夜閥挙生の閥の体組成はほぼ等しく，機能爾では著しく異なる．これは日常
生活の身体活動の如何が関連しているかもしれないが，これらの関係については今後の検討を要
する．
　以上，皮下脂肪摩の程度は，子供の頃からの結果による現象か，あるいは成人してから起因し
たものであるかは不明であるが，皮下脂肪厚，体脂肪含有率および体脂肪含有量と機能は無関係
でなかったことを考えると，将来の健康に決して好ましい状態とはいえない者が，昼閥・夜間挙
生ともに少なくないことに注留すべきであろう．
V　要 約
　年令18－22才の男子大学生390名（昼聞学生272名，夜間学生118名）について身体計測を行
い，肥痩度別に身体計測値を比較した．
　その結果は，皮下脂肪厚，体脂肪含有率，体脂肪含有量と機能が密接に関係していることが明
らかとなり，とくに体重，胸囲，体脂肪含有率，体脂肪含有量，FFW，　FFW／身長は，皮下脂肪
厚が厚いほど大きかった．これに対し反復横跳，垂直跳，踏み台昇降運動は，皮下脂肪厚が薄い
ほどすぐれ，背筋力，握力は，肥満者（4群）が最も大きかった．
　しかし肥満者（4群）の身体計測値を基準とした他の各群間の標準標点の差は，機能より体格
に大きく，また夜間挙生は昼間学生に比べて，1群では機能に，3群，4群では体脂肪含有率，
体脂肪含有量にいずれも大きかった点が注罎された．
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